
5/19(木)14:00~16:00 102 会議室
5/21(土)  9:30~11:30 102 会議室

6/3(金) 9:30~11:30 会議室C
6/4(土) 9:30~11:30 会議室D
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う
。
遺
跡

の
発
掘
調

査
で
は
、

粘
土
を

採
っ
た
と

考
え
ら
れ

る
粘
土
採

掘
坑
が
見

つ
か
っ
て

い
ま
す
。

身
近
な
石
材
を　

巧
み
に
利
用
し
た

古
代
宗
像
の
人
々

　
古
墳
を
発
掘
す
る
と
、
沿
岸

部
と
内
陸
部
で
は
石
室
に
使
用

さ
れ
る
石
材
が
異
な
る
こ
と
に

気
付
き
ま
す
。
沿
岸
部
で
は
、

断
面
六
角
形
を
し
た
玄
武
岩
の

柱
状
節
理
が
多
く
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
玄
武
岩
柱
状
節
理
は
、

糸
島
市
の
芥
屋
大
門
が
有
名
で

す
が
、
福
津
市
の
渡
半
島
一
帯

で
産
出
し
ま
す
。

　
沿
岸
部
に
位
置
す
る
国
史
跡

土
器
の
北
部
九
州
主
要
生
産
地

で
し
た
。
今
な
お
残
る「
須
恵
」

や
「
黒
巡
（
く
ろ
め
ぐ
り
）」

の
地
名
は
、
須
恵
器
生
産
と
の

関
連
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
須
恵

器
の
生
産
に
は
、高
度
な
技
術
、

窯
に
適
し
た
緩
や
か
に
傾
斜
し

た
地
形
、
燃
料
と
し
て
消
費
さ

れ
る
ま
き
、
土
器
材
料
と
し

て
の
粘
土
が
身
近
に
手
に
入

る
こ
と
が
必
要
で
し
た
。
宗

像
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
約
１

０
０
基
の
須
恵
器
窯
が
見
つ

か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
古

代
宗
像
の
人
々
が
自
然
資
源

を
巧
み
に
利
用
し
、
須
恵
器

を
生
産
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
現
在
は
生
活
様

式
の
変
化
で
、
身
近
の
山
々

が
利
用
さ
れ
な
く
な
り
放
置

さ
れ
、
荒
廃
が
進
ん
で
い
る

こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
古
墳
時
代
は
、
ま
き
を

採
る
た
め
に
山
々
が
適
切
に
管

理
さ
れ
、
美
し
い
里
山
の
風
景

が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ

学びの里・お知らせ

第62回

を
示
す
古
墳
時
代
の
須
恵
器
、

魚
の
骨
や
貝
殻
な
ど
が
見
つ

か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
沖
ノ

島
祭
祀
（
さ
い
し
）
に
関
わ
り
、

玄
界
灘
を
舞
台
に
活
躍
し
た
宗

像
海
人
族
の
拠
点
集
落
が
、
砂

丘
上
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
漁
労
具
の
ヤ
ス
や

　

５
月
は
、
草
木
が
芽
吹
き
花
々
の
香
る
新
緑
の
季
節
で
す
。
私
た
ち
の
暮
ら

す
宗
像
は
多
く
の
自
然
に
囲
ま
れ
、
四
季
折
々
の
季
節
感
を
身
近
に
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
宗
像
の
人
々
は
古
来
、
山
や
海
の
恵
ま
れ
た
資
源
を
利
用
し

な
が
ら
、
海
辺
や
里
山
で
そ
の
地
域
に
適
し
た
暮
ら
し
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
遺
跡
を
通
じ
て
分
か
る
、
古
代
宗
像
の
人
々
の
生
活
の
一
部
を
、
み

な
さ
ん
に
紹
介
し
ま
す
。■

問
い
合
わ
せ
先　

郷
土
文
化
課　

☎
（
62
）
２
６
０
０

玄
界
灘
の　
　
　
　

海
の
幸
に
恵
ま
れ
た

海
浜
集
落
浜
宮
貝
塚

　
沿
岸
部
の
神
湊
地
区
東
側
の

砂
丘
上
に
位
置
す
る
浜
宮
貝
塚

か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
に
塩
作
り

モ
リ
も
見
つ
か
っ
て
い
て
、
集

落
の
人
々
は
、
玄
界
灘
の
恩
恵

を
受
け
な
が
ら
、
潜
水
術
な
ど

の
高
度
な
技
術
で
豊
か
な
漁
労

生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
遠

く
沖
ノ
島
へ
渡
島
す
る
た
め
に

必
要
な
航
海
技
術
も
持
っ
て
い

ま
し
た
。

豊
か
な　
　
　
　

自
然
資
源
に
よ
る

　
　

須
恵
器
生
産

　
古
墳
時
代
、
宗
像
は
渡
来
人

か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
技
術
で
焼

か
れ
た
、
須
恵
器
と
呼
ば
れ
る

市
　
か
　
ら

小
規
模
契
約
事
業
者

登
録
を
受
付

●
内
容
　
市
内
の
小
規
模
事
業

者
の
受
注
機
会
拡
大
の
た

め
、
指
名
業
者
登
録
と
は
別

に
「
小
規
模
契
約
事
業
者
登

録
」
を
随
時
受
付

●
申
請
要
件
　
次
の
全
て
に
該

当
す
る
人

▽
市
内
に
主
た
る
事
務
所
を
置

い
て
い
る

▽
市
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
を
し
て
い
な
い

▽
登
録
業
種
を
履
行
す
る
た
め

に
必
要
な
資
格
、
免
許
な
ど

を
有
す
る

▽
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

▽
市
暴
力
団
等
追
放
推
進
条
例

に
該
当
し
な
い

●
対
象
業
務
　
30
万
円
未
満
の

業
務
（
主
に
修
繕
業
務
）

●
対
象
業
種
　
建
築
一
式
、
左

官
、
ガ
ラ
ス
、
板
金
、
建
具
、

畳
●
有
効
期
間
　
認
定
し
た
日
～

平
成
30
年
８
月
31
日

●
提
出
書
類
　
所
定
の
申
請

書
、
そ
の
他
必
要
書
類

＊
申
請
書
は
、
契
約
検
査
課

で
入
手
か
、
市
ＨＰhttp://

w
w
w
.city.m

unakata.
lg.jp/

→
「
契
約
・
入
札
情

報
」
→
「
宗
像
市
小
規
模
契

約
事
業
者
登
録
申
請
に
つ
い

て
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

●
申
請
先
　
契
約
検
査
課
（
本

館
２
階
）

＊
土
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を

除
く

■
問
い
合
わ
せ
先

　
契
約
検
査
課

☎
（
36
）
１
１
６
１

遺
跡
か
ら
感
じ
よ
う

自
然
豊
か
な

私
た
ち
の
宗
像

第88回

ふるさとから

世界遺産を!

「神宿る島」「神宿る島」

連
遺
産
群

宗像 ･ 沖ノ島と関宗像 ･ 沖ノ島と関
連
遺
産
群

３Ｄシアター番組が
リニューアル！

●リニューアル番組　「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群
●内容　４〜９世紀の500年にも及ぶ沖ノ島での国家的祭祀
（さいし）、その祭祀を担った宗像氏、神に捧げられた８万
点もの奉献品、宗像三女神の誕生、今も息づく宗像大社の
信仰など、世界的な資産価値を有する「神宿る島」宗像・
沖ノ島と関連遺産群を分かりやすく解説した番組です
●ナレーター　大和田伸也
●観覧方法　海の道むなかた館３Ｄシアターで随時放映
＊メンテナンスなどで放映休止の場合あり
●放映時間　約11分

●その他の３Ｄシアター番組
▼宗像大社の神事─人々の信仰と祈り─
　古代の信仰を今に引き継ぐ宗像大社のさまざまな神事を紹介。
▼沖ノ島の自然─太古の姿をそのままに─
　禁忌によって人の往来が制限されている沖ノ島の豊かな自
然を紹介。
▼アニメ「海の民宗像」
　マンガ「海の民宗像」を原作とし、沖ノ島での祭祀を担っ
た宗像の海に生きた人々を描く。

■問い合わせ先　世界遺産登録推進室　☎（36）9456

　来年の世界文化遺産登録を目指す「神宿る島」宗像・
沖ノ島と関連遺産群。その価値を分かりやすく解説した
３Ｄシアターの番組をリニューアルしました。ぜひ、海
の道むなかた館へ来てください。

神宿る島
　「沖ノ島」を

体感しよう！

谷
筋
に
沿
う
よ
う
に
つ
く
ら
れ
た

須
恵
器
窯
、
須
恵
須
賀
浦
遺
跡
　

桜
京
古
墳
の
石
室
に
利
用
さ
れ
た
玄
武
岩

桜
京
古
墳
の
石
室
を
み
る
と
、

断
面
六
角
形
の
玄
武
岩
が
数
多

く
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
陸

部
で
は
花
崗
（
か
こ
う
）
岩
が

目
立
ち
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

地
質
の
分
布
と
も
一
致
す
る
こ

と
か
ら
も
、
古
代
宗
像
の
人
々

は
、
高
度
な
土
木
技
術
で
身
近

に
産
出
す
る
石
材
を
巧
み
に
利

用
し
な
が
ら
、
当
時
の
一
大
事

業
で
あ
る
古
墳
造
り
に
い
そ
し

ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。（文

化
財
職
員
・
山
田
広
幸
）


